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■これまでの経過 

松阪市では、これまで松阪駅を中心とした中心市街地（まちなか）のまちづくりを行うた

めに、市民の皆さんをはじめ松阪市商店街連合会、松阪商工会議所、各種団体、行政など、

様々な方が関わり、様々な取り組みを実施してきました。 

平成２２年３月には、“みんなで考え、みんなでつくる” まちづくり指針として、平成   

２２年度から平成２４年度までの３年間を目途に実施するアクションプランであった「松阪

まちなか再生プラン」を作成しました。 

そして、平成２２年６月には、「松阪まちなか再生プラン」に掲げた具体的施策（６０項目）

の事業推進を図るために、“松阪まちなか再生プラン推進委員会”を立ち上げ、各事業者との

調整や活動報告の整理、元気なまちづくり活動発表会の開催などを行い取り組んできました。 

その結果、それぞれの事業主体が連携しながら計画を実行する中で、すべての具体的施策

に着手し、その内２０項目が完了、４０項目については今後も継続して取り組むことにしま

した。 

平成２４年度には、市民アンケート調査を実施し「松阪まちなか再生プラン」の取り組み

についても問うたところ、「松阪まちなか再生プラン」の知名度は低いものの取り組み内容に

ついては、一定の評価を得ることができました。 

併せて、市民意見聴取会を開催する中では、「松阪まちなか再生プラン」の取り組みを継続

し、まちなかを元気にするためのまちづくりを引き続き継続してほしいという意見を頂きま

した。 

そうしたことから、平成 25 年度には、市民の皆さんとワークショップを行い、また、   

まちなかに関係する４つの住民協議会の皆さんとも意見交換を行い、これまでの「松阪まち

なか再生プラン」の内容を踏まえた上で、平成２５年度から平成２８年度までの４年間の  

アクションプランである『“豪商のまち松阪”活き生きプラン』を作成しました。 

 

１．「松阪まちなか再生プラン」から 

『“豪商のまち松阪”活き生きプラン』へ 
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■『“豪商のまち松阪”活
い

き生
い

きプラン』のコンセプト 

 

『“豪商のまち松阪”活き生きプラン』は、「松阪まちなか再生プラン」の理念にある 

「食」を感じよう！ 「歴史」を温めよう！！  

   そして、「人の心」をつなげよう！！！  

の考え方を継承し、 
 

 

“まちの魅力を活かし 住み心地のよい 元気なまちなかにする！” 

 

ことを目標に掲げ、【歴史】【住】【商】といった３つの基本目標に絞り込み２８項目の具体的

施策を展開していきます。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プランを実行するにあたっては、市民、商業者、各種団体、行政等が連携しながら実

現化に向けて取り組み、一人でも多くの皆さんが関わっていただくことが重要です。 

そのことで、松阪市のまちなかを元気にし、松阪の魅力を創出して次世代につなぐ新た

なまちなかの歴史を構築していきます。 

【歴史】 

【住】 

【商】 

旧長谷川邸を中心に、武家地と豪商のまちが織りなす歴史文化の観光交 

流整備を中心に、既存施設とのネットワーク化に取り組みます。 

人と人の和が広がり、誰もが住みたくなる、住んでよかったとみんながい

える環境づくりに取り組みます。 

地域の皆さんに愛される店づくり、地域と一体となった商店街づくりを目

指し、中心商店街の活性化に取り組みます。 
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松阪市全体のまちづくりを考えながら、松阪駅を中心とした中心市街地のまちづくりにつ

いて、平成 22 年 3 月に作成した「松阪まちなか再生プラン」をもとに、市民アンケート

調査や市民意見聴取会を開催し、これらの意見を踏まえ本プランを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松阪まちなか再生プラン推進委員会 

計画から実行 

松阪まちなか再生プラン推進委員会 

（松阪活き生き推進委員会） 

４住民協議会との懇談会 

２．『“豪商のまち松阪”活き生きプラン』作成への取り組み 

市 民 商工関連団体 松阪市 

 

アドバイザー 

新たな計画づくり 

協議、助言 

「松阪まちなか再生プラン」を考える市民ワークショップ 

日時：平成 2５年５月２６日（土） 13:30～16:30 市民活動センター大会議室 

●主な内容 

・「新たな計画」の作成に向けて、市民の皆さんから意見聴取を行いました。 

・《歴史》《商》《住》といった３つのテーマに基づいて、4 班でワークショップを行い、

発表後に全体でポイントを絞りながら意見交換を行いました。 

『“豪商のまち松阪”活き生きプラン』の作成 

市民アンケート調査 

庁内調整 協議、助言 

松阪まちなかまちづくり市民意見聴取会 

日時：平成 2４年 1１月１７日（土） 13:30～16:00 松阪市産業振興センター3Ｆ 

●主な内容 

・「松阪まちなか再生プラン」の取り組み、今後のまちづくりについて、意見聴取を行う。 

・これからまちづくりを進めていくにあたっては、“点”から“線”へ、“線”から“面”

でつなげて考えてほしい。 

・「松阪まちなか再生プラン」の取り組みを踏まえて、今後も取り組みを継続していく必

要性がある。これからも拡充して松阪の成長につなげる。 

「松阪まちなか再生プラン」（平成２２年３月） 

「食」を感じよう！「歴史」を温めよう！！そして、「人の心」をつなげよう！！！ 

 基本目標を《歴史》、《商》、《食》、《住》、《駅周辺》の５つの視点から設定し、６０項

目の具体的施策に取り組みました。その結果、それぞれの取り組み方に違いはあるもの

の全ての項目に着手し、２０項目は完了、４０項目については平成２５年度以降も引き

続き取り組みを継続していくこととなりました。 
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中心市街地の範囲は、市役所等の行政機能、商店街等の商業機能、他にも歴史・文化機

能や教育機能といった様々な機能が集積する地区として松阪駅を中心とした以下の区域と

しました。 

本区域を、それぞれの特性に応じて以下の 5 つのゾーンに区分し、それぞれのゾーンは、   

互いに連携しながら本市の顔となる中心市街地を形成する役割を担います。 

 

「歴史文化ゾーン」：蒲生氏郷が築城をはじめた松坂城跡や、歴史的建造物の御城番屋敷

等があり、他にも本居宣長旧宅や記念館、三井家発祥地等の本市が

輩出した歴史的人物に関連する史跡地が現存するゾーン 

「中心商店街ゾーン」 ：６つの商店街が存在し、商店・飲食店等が立地するゾーン 

「 駅 拠 点 ゾ ー ン 」：交通結節点である松阪駅を中心としたゾーン 

「沿道業務ゾーン」：周辺市町を結ぶ幹線道路である国道 42 号の沿道で、商業施設・事

務所等が立地するゾーン 

「 居 住 ゾ ー ン 」：上記以外のエリアで、主に住宅が立地するゾーン 

  

 
 

図 中心市街地活性化ゾーニング 

（資料：『松阪市中心市街地活性化骨子案』より） 

歴史文化ゾーン 

中心商店街ゾーン 

駅拠点ゾーン 

沿道業務ゾーン 
居住ゾーン 

中心市街地 

駅拠点 

ゾーン 

３．中心市街地の範囲およびゾーニング 
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■理 念 

本プランの理念は、「松阪まちなか再生プラン」の考え方を継承し、本市にある様々な

「食」のすばらしさを感じながら、また本市を代表する先人が築き上げた「歴史」を温

めながら、今後のまちづくりに活用し、次世代に語り継いでいくことを基本とします。 

そして、本市に住んでいる人や来訪者との交流の和を広げ、ふれあい等を通じて心を

つなげます。 

「食」を感じよう！ 「歴史」を温めよう！！  

  そして、「人の心」をつなげよう！！！ 

■基本目標 

まちの魅力を活かし 住み心地のよい 元気なまちなかにする！ 

 

１． 【歴史】歴史・文化を体感し、次世代に継承する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 【住】住み心地のよい豊かな暮らしを実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 【商】おもてなしで千客万来の商店街にする。 

 

 

 

 

松坂城跡を中心に御城番屋敷や原田二郎旧宅などがある「武将のまち」と、三井

家発祥地や松阪商人の館（旧小津家）、そして平成２５年４月に市に寄贈された  

旧長谷川邸がある「豪商のまち」、城下を画する「寺社のまち」、国学者本居宣長を

輩出した「国学のまち」など、今なお息づく歴史的文化遺産の保存･活用を図り  

ながら、松阪の歴史や文化を体感し、観光振興につなげ、次世代（子どもたち）に

継承する取り組みを行い元気なまちなかにします。 

様々な人が集まり、地域の皆さんに愛され、地域と一体となった商店街づくりを  

目指して、商店主自らが魅力ある店づくりに務め、まちなかに訪れる市民や来訪者

のかたをおもてなし、商店街の活性化に努め元気なまちなかにします。 

松阪駅や病院、公共施設などのインフラが整っているまちなかにおいて、人と 

人の和が広がり、子どもから高齢者まで誰もが住みたくなる、住んでよかったと 

みんながいえる環境づくりを行うために、自助・共助・公助の役割分担と交流によ

り、買い物や移動の利便性、教育、福祉、生涯学習・スポーツ、安全・安心、     

コミュニティ活動等、まちなか居住の利便性が享受できる取り組みを実践し、  

住み心地のよい当たり前の幸せを感じる元気なまちなかにします。 

４．理念と基本目標 
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【商】 

おもてなしで千客万来

の商店街にする。 

【歴史】 

歴史・文化を体感し、 

次世代に継承する。 

≪目標≫ 

まちの魅力を活かし 

住み心地のよい 

元気なまちなかにする！ 

 

【住】 

住み心地のよい豊かな 

暮らしを実践する。 

「食」を感じよう！ 「歴史」を温めよう！！ 

そして、「人の心」をつなげよう！！！ 

理
念 

『“豪商のまち松阪”活
い

き生
い

きプラン』は、松阪駅を中心とした中心市街地のまちづくり  

を進めるために、市民、商業者、各種団体、行政等が、“みんなで考え、みんなでつくる”    

まちづくり指針として、４年間（平成 25～28 年度）を目途に実施するアクションプラン

です。 
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５.１ 【歴史】歴史・文化を体感し、次世代に継承する。 

（１） 松坂城跡を中心とした武家地のまちづくり 

蒲生氏郷が築城をはじめた松坂城跡は、日本名城１００選、日本の歴史公園   

１００選に選ばれ、松阪市のシンボルとして国指定史跡にふさわしい整備を進める

とともに、四季折々の景色が味わえ、市民の憩いの場である松阪公園として活用し

ます。 

併せて、国指定重要文化財である御城番屋敷をはじめ、市指定文化財・景観重要

建造物である武家屋敷原田二郎旧宅といった武家地を紹介する観光ゾーンとして保

存・活用を図ります。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 国指定史跡松坂城跡の整備 

平成２４年３月に作成した松坂城跡保存管理計画に基づき、松坂城跡整備活用

計画を作成し、国指定史跡としての保存・活用を図りつつ、市民が憩える松阪

公園としての機能をもち備えた整備を行います。 

 事業主体： 教育委員会文化課、松阪市土木課 

 

② 歴史的人物の顕彰 

「蒲生氏郷」など松阪が生んだ偉大な歴史的人物を顕彰するために、官民一体

となった取り組みを推進します。 

 事業主体： 教育委員会文化課、松阪偉人顕彰団体協議会、 

蒲生氏郷公顕彰会 

 

③ 武家地の景観保全 

武家地の景観を保全するために、市の景観計画に基づく重点地区の指定に向け

た取り組みを行います。 

 事業主体： 松阪市都市計画課、住民 

 

 

 

 

 

 

 

５．施 策 

（松坂城跡） （御城番屋敷） 
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（２） 豪商と国学者が生きづくまちづくり 

松阪商人として名高い三井、小津、長谷川といった豪商を輩出し、国学者本居宣

長の生誕地である魚町・本町界隈には、その当時の面影が今もなお残っていること

から、松阪市を代表する歴史的なまちなみを保存・活用し、市民が学び観光客に  

親しまれるゾーンとして歴史文化の継承を図ります。 

特に、平成２５年４月に市に寄贈された旧長谷川邸の建物・庭園は、文化財とし

て保存するとともに、新たに整備する観光交流拠点施設と一体的な活用を図り、  

松阪の魅力を発信します。 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 旧長谷川邸の保存・活用 

旧長谷川邸の建物・庭園は、文化財と

しての価値を維持しながら、豪商の生

活を見せる場として一般公開（特別公

開）を行います。そうした中で、歴史

を体感する場、子どもたちの教育の場

として、市民や観光客などが利用でき

る施設として活用します。 

 事業主体： 教育委員会文化課、 

松阪市観光交流課 

 

② 旧長谷川邸の文化財調査 

旧長谷川邸の建物・庭園は、平成２５年５月「松阪商人 長谷川治郎兵衛家旧宅」

として市文化財に指定し、今後は、県や国指定文化財を見据えた調査を実施し

ます。 

 事業主体： 教育委員会文化課 

 

③ 観光交流拠点施設の整備 

松坂城跡への大手通り（市道松阪公園桜町線）沿いに、観光案内や物販などを

行う観光交流拠点施設を整備し、各観光施設等の面的な活用を目指します。 

 事業主体： 松阪市観光交流課 

 

④ 魚町別館の取り壊しと跡地活用 

松阪もめん手織りセンターのある魚町別館は、老朽化していることから新たな

土地活用の検討を行います。 

 事業主体： 松阪市財務課 

 

⑤ 大手通りの道路整備 

かつて松坂城への大手通りであった市役所前の市道松阪公園桜町線は、武家地

と商人地（豪商のまち）をつなぎ、まちなかを回遊する重要な幹線道路として

整備を行います。 

 事業主体： 松阪市都市計画課 

（旧長谷川邸） 
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（３） 食と歴史が織りなすまちなか観光づくり 

松阪の食と歴史的文化遺産を活かし、まちなかに来て、見て、学び、味わいなが

らゆっくり散策してもらう観光地づくりに取り組むとともに、松阪肉で有名な牛肉

店、お食事処、名店などが連携し、食と歴史を組み合わせた観光施策の推進を図り、

観光客を迎い入れるためのおもてなしの充実を図ります。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 歩いて楽しいまちなか観光の推進 

殿町、魚町、本町界隈の歴史的文化施設が数多くあ

るまちなかを自由に散策し、松阪肉で有名な名店・

名菓などを味わいながらまちなかを回遊・散策する

ルートの充実を図り、健康的に歩き、松阪を味わい、

学び、楽しんでもらうまちなか観光を推進します。 

 事業主体：松阪市観光交流課、松阪市観光協会、 

松阪市商店街連合会 

 

② まちなか観光と鈴の音バスの連携 

まちなかの歴史文化を紹介する有料の施設や商店街などと、松阪の中心市街地

と周辺の要所を結ぶ鈴の音バスを連動させ、観光と交通のネットワーク化を図

ります。 

事業主体： 松阪市観光交流課、商工政策課、松阪市観光協会 

 

③ 観光客にわかりやすいサインの整備 

まちなかを歩いて散策される方や車でまちなかに訪れた方に、わかりやすく案

内できる看板・説明板を設置し、観光客の利便性や回遊性の向上を図ります。 

 事業主体： 松阪市観光交流課 

 

④ 観光客をおもてなす受け皿づくり 

旅館・ホテル等との連携を図り宿泊施設の受け入れ態勢や大型バスの駐車場など、

観光客を迎い入れる受け皿づくりを行います。 

事業主体： 松阪市観光交流課、松阪市観光協会 

 

⑤ 魅力いっぱいの観光ＰＲ 

松阪の観光素材のうち、とりわけ優位性のある「本居宣長」、「松阪木綿」、「食」

を活用した「松阪経営文化塾」を発展させ、人とモノと地域を「つなげる」観光

ＰＲを展開しながら、市と観光協会などが連携する中で、全国の旅行業者やマス

メディアを通じて、松阪市の魅力を情報発信・ＰＲをすることで誘客の促進を図

ります。 

 事業主体： 松阪市観光交流課、商工政策課、松阪市観光協会、各種団体 

 

 

（まちなか観光） 
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５.２ 【住】住み心地のよい豊かな暮らしを実践する。 

（１） 人の和が広がるまちづくり 

核家族の進行、生活意識や生活様式の多様化などにより、より一層の住民の連携が

必要になる中で、地域のコミュニティを高め、子どもから高齢者までみんなが元気に

暮らし、｢住んでよかった｣と言える当たり前の幸せを感じるまちをつくります。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 地域コミュニティの充実 

町内、自治会、子どもから高齢者まで住民同士が交流する中で、みんなが元気

にあいさつを交わし、子どもへの声かけを実行するなど、誰でも気軽に話がで

きる地域コミュニティの醸成を図ります。 

 事業主体： 住民、住民協議会、自治会 

 

 

② 住民協議会による地域まちづくり 

地域の身近な課題を地域住民が自主的かつ自立的に解決するために、地域のま

ちづくりを先導役として住民協議会の組織強化を図り、地域計画の作成に取り

組みながら、計画を実行に移す地域活動を展開します。 

 事業主体： 住民協議会、自治会、公民館等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（あいさつ運動） 

（自治会活動） 
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（２） 住みやすい環境づくり 

子どもから高齢者まで誰もが中心市街地に「住んでよかった」という住民満足度

を高め住み続ける。また、中心市街地に「住みたい」という新たな住民を増やすた

めに、住みやすい環境をつくります。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 快適な環境づくり 

住みやすく快適なまちをつくるために、まちなか清掃活動を実施し、ゴミのな

いきれいなまちづくりに努めるとともに、住宅や店舗の前に花壇やフラワーポ

ットを設置するなどの緑化の推進を図ります。 

事業主体： 住民、住民協議会、自治会、商店街連合会、各種団体 

 

② 環境美化に対する啓発 

吸殻や空き缶のポイ捨て、歩きながらの喫煙、犬のふんの放置など、私たちの快

適な生活を阻害する行為に対して一定のルールを定め啓発を行います。 

事業主体： 松阪市環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（フラワーポットの設置） 

（河川清掃活動） 
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（３） 安全・安心なまちづくり 

    安全で安心して暮らせるまちなかの実現に向けて、交通安全・防災・防犯など、市民が

安心して健やかに生活できる環境を確保するために、災害や犯罪から住民を守るための体

制を築くとともに、地域の身近な防災・防犯には、地域に住む人々が連携して取り組むま

ちをつくります。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 地域防災活動の充実 

災害時における自助・共助の観点から地域の防災活動の浸透や防災時の地域連携意

識の形成に向けて、自主防災組織の育成・強化を図ります。また、防災訓練の実施

や災害時の対応に関する講習会などを開催し連帯感を高めます。 

 事業主体： 住民協議会、自治会 

 

 

② ゾーン３０の設定 

安全・安心に暮らせるまちづくりを目指して、市民や観光客が安心してまちを歩け

るエリアに時速３０ｋｍ以下の規制を行う「ゾーン３０」を設定します。 

事業主体： 歩いて楽しい道づくりプラン実行委員会 

 

 

（防災訓練） 

（ゾーン３０） 
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５.３ 【商】おもてなしで千客万来の商店街にする。 

（１） 魅力ある店づくり 

魅力ある個店を増やすために、お客様のニーズに対応する個店の自助努力を前提と

して、一人でも多くのお客様が来てくれる店づくりを行います。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① お客様に愛される店づくり 

店主一人ひとりの努力により、他所にはない魅力ある店をつくり、お客様を満

足させる店づくりを行います。 

 事業主体： 商店、松阪市商店街連合会 

 

② わが店のＰＲ 

中心商店街にどのような店があるか知らない人もいる中で、店主が商品にちなん

だ内容の講義を行うまちゼミの開催などを通じて、商店や商品をＰＲして一人で

も多くのお客さんに来てもらい、買っていただける店づくりをします。 

 事業主体： 商店、松阪市商店街連合会、松阪商工会議所 

 

③ 担い手の育成 

商店街の将来の担い手となる人材の確保を図るために、新規創業者に対して起業

を促し、新規出店につなげていくまちなか開業塾や商い勉強会などを開催します。 

 事業主体： 商店、松阪市商店街連合会、松阪商工会議所、松阪市商工政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まちゼミ） 

（まちなか開業塾） 
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（２） 連動する商店街づくり 

魅力ある商店を増やし、商店街全体がショッピングモールとなるように商店街組合

としての連携強化を図り、自分の店、隣の店、仲間の店が繁盛することにより、元気

な中心商店街を形成します。 

また、地域と共存共栄する商店街づくりを目指して、交流の場を広げコミュニケー

ションの和を広げ商店街の活性化につなげます。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 地域との交流を図る取り組みの強化 

地域密着型の交流イベントを開催し、地域に親しまれる商店街づくりを行いま

す。 

 事業主体： 松阪市商店街連合会、松阪まちなか街づくりネットワーク 

ミズ・ネットワーク松阪 等 

 

② 商店街の情報発信 

中心商店街の情報をリアルタイムに情報発信するために、ＩＴ技術を活用した

松阪ＮＡＶＩなどを活用して情報発信を行います。 

事業主体： 松阪市商店街連合会、松阪商工会議所 

 

③ 空き店舗対策と店舗の再生 

店舗数の減尐に歯止めをかけるとともに、空き店舗等の情報の共有化を図り、

空き店舗等出店促進補助金制度、豪商のまち店舗改装費補助金制度の活用など

により、店舗の再生を図ります。 

事業主体： 松阪市商工政策課、松阪市商店街連合会、松阪商工会議所、 

松阪街づくり公社 

 

④ 商店街振興施設の充実 

松阪商店街の中心に位置する商店街振興施設（カリヨンビル）のリニューアル

を図り、商工会議所、行政とも連携し中心商店街の核として再生します。 

事業主体： 松阪街づくり公社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（えきまえ楽市） （空き店舗対策事業） 
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（３） 商店街と駅周辺の顔づくり 

松阪駅は、通勤通学、観光客などで１日約２万人弱の人が利用する本市の玄関口

で、鉄道・バスなどが行き交う交通結節点として重要な役割を担っていることから、

商店街活性化とあわせたなかで一体となった整備検討を進めます。 

 

 

◆◆◆ 具体的施策 ◆◆◆ 

 

① 魅力ある店舗等の誘致 

多種多様な業種の拡大を図るために、魅力ある店舗等の誘致を図り、中心商店

街への集客を図ります。 

事業主体： 松阪市商工政策課、松阪市商店街連合会、松阪商工会議所 

 

② 松阪駅周辺の土地利用の検討 

ＪＲ松阪駅前広場のリニューアル工事が完了しましたが、周辺には駐車場が増

え通勤者等の利便性は向上したものの、松阪の顔であり玄関口である松阪駅周

辺の土地利用および市有地の活用について、民間事業者の動向も見据えながら

検討を行います。 

 事業主体： 松阪市都市計画課、商工政策課、民間 

 

 

 

 

 

（市有地） 
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本プランを実行するにあたっては、市民、商業者、各種団体、行政等が連携を図りな

がら実現化に向けて取り組んでいくことが重要であります。 

一人でも多くの市民の皆さんの参加を求めるとともに、本プランを推進するために、 

“松阪活き生きプラン推進委員会”が中心となり、関係団体等の調整を図りながら、施策

の実行に向けた取り組みを進めていきます。 

 

 市民は、住んでいるまちに誇りと愛着をもち、自分たちでまちづくりを行うとい

った意識に立ち、責任と自覚をもって自らが積極的にまちづくり活動に

参加します。 

 事業主体となる様々な団体は、市民や行政と連携を図りながら、専門的な技術力

や経験を活かしたまちづくりに取り組みます。 

 行政は、市民や様々な関係団体等との調整を図りながら事業手法等を検討し、  

本プランを推進し、様々な取り組みが継続できるよう支援を行います。 

 推進委員会は、本プランを推進するために、市民や様々な関係団体等との調整を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 事業実施に向けたシンポジウム等の開催 

● まちづくり活動への参加 

● まちづくりに関するネットワークの形成 

● まちづくりリーダーの育成 

市民参加 

事業主体の連携 

事業手法の検討 

● 民間・企業・商業者・商店街連合会・商工会議所・   

商工会・住民協議会・自治会・観光協会・市民団体・

ＮＰＯ団体・松阪市等の関係各者との協議、調整およ

び連携 

● 補助金制度の活用 

● 民間活力の導入等による事業実施の検討  等 

６．施策の実行に向けて 

 

 

      

 

みんなで考え、みんなでつくる 松阪のまち 



■ “豪商のまち松阪”活き生きプラン　　≪体系図≫

《目標》　 《施策》 《具体的施策》

 ① 国指定史跡松坂城跡の整備

 ② 歴史的人物の顕彰

 ③ 武家地の景観保全

 ① 旧長谷川邸の保存･活用

 ② 旧長谷川邸の文化財調査

 ③ 観光交流拠点施設の整備

 ④ 魚町別館の取り壊しと跡地活用

 ⑤ 大手通りの道路整備

 ① 歩いて楽しいまちなか観光の推進

 ② まちなか観光と鈴の音バスの連携

 ③ 観光客にわかりやすいサインの整備

 ④ 観光客をおもてなす受け皿づくり

 ⑤ 魅力いっぱいの観光ＰＲ

 ① 地域コミュニティの充実

 ② 住民協議会による地域まちづくり

 ① 快適な環境づくり

 ② 環境美化に対する啓発

 ① 地域防災活動の充実

 ② ゾーン３０の設定

 ① お客様に愛される店づくり

 ② わが店のＰＲ

 ③ 担い手の育成

 ① 地域との交流を図る取り組みの強化

 ② 商店街の情報発信

 ③ 空き店舗対策と店舗の再生

 ④ 商店街振興施設の充実

 ① 魅力ある店舗等の誘致

 ② 松阪駅周辺の土地利用の検討

（３） 安全・安心なまちづくり

（１） 魅力ある店づくり

（２）連動する商店街づくり

（３）商店街と駅周辺の顔づくり

《方向性》

（１） 松坂城跡を中心とした武家地のまちづくり

（２） 豪商と国学者が生きづくまちづくり

（３） 食と歴史が織りなすまちなか観光づくり

（１） 人の和が広がるまちづくり

（２） 住みやすい環境づくり

ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し

住
み
心
地
の
よ
い

元
気
な
ま
ち
な
か
に
す
る
！

１．【歴史】

歴史･文化を体感し、

次世代に継承する。

２．【住】

住み心地のよい豊かな

暮らしを実践する。

３．【商】

おもてなしで千客万来

の商店街にする。

「食」を感じよう！ 「歴史」を温めよう！！ そして、「人の心」をつなげよう！！！理 念

18



 

19 
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１．中心市街地の現状 

（１） 人口 

市全体としては、人口が減尐に転じるものの世帯数は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地の人口は減尐しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  昭和 50年 昭和 55年 昭和 60年 平成 2 年 平成 7 年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

人 口 147,135 153,185 158,155 159,625 163,131 164,504 168,973 168,017 

世帯数 39,858 43,346 45,826 48,273 52,413 56,087 61,616 63,611 

資料：住民基本台帳(各年 4 月 1 日現在) 

平成 12 年以前の人口・世帯は、合併（平成 17 年 1 月 1 日）前の松阪市、嬉野町、三雲町、飯南町、

飯高町の人口を合計したもの。資料：国勢調査（各調査年） 

H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年

人口 7,873 7,742 7,746 7,671 7,547 7,472 7,364 7,382 7,353 7,283
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高齢者の割合は市全体で増加しており、特に中心市街地で高齢化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松阪市世帯人口調査表（各調査年） 

 

注）総数には「不詳」を含むため内訳の合計とは一致しない。  資料：平成 22 年国勢調査 

総数：168,017 
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（２） 空き店舗 

中心商店街の店舗数は減尐傾向にあり、空き店舗数はほぼ横ばいであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松阪市商店街連合会調査（各年） 
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（３） 観光 

季節行事が開催される月以外でも、行楽シーズンやまつりの開催月には、観光入込客

数は多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光入込客数調査(平成24年) 

 

松阪市全体及び中心市街地内の観光地点別観光入込客数は、増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入込数 H20年比 入込数 H20年比 入込数 H20年比 入込数 H20年比 入込数 H20年比

松阪商人の館 18,152 100.0% 18,094 99.7% 16,657 91.8% 14,126 77.8% 14,776 81.4%

歴史民俗資料館 14,968 100.0% 16,140 107.8% 17,194 114.9% 14,492 96.8% 14,704 98.2%

本居宣長記念館 27,229 100.0% 25,334 93.0% 25,662 94.2% 20,584 75.6% 23,388 85.9%

御城番屋敷 27,940 100.0% 22,043 78.9% 27,254 97.5% 30,212 108.1% 30,505 109.2%

松阪公園 68,215 100.0% 69,656 102.1% 54,075 79.3% 58,306 85.5% 104,104 152.6%

岡寺山継松寺 130,300 100.0% 125,300 96.2% 128,770 98.8% 131,519 100.9% 141,400 108.5%

小計 286,804 100.0% 276,567 96.4% 269,612 94.0% 269,239 93.9% 328,877 114.7%

松阪祇園まつり 150,000 100.0% 145,000 96.7% 145,000 96.7% 120,000 80.0% 120,000 80.0%

氏郷まつり 125,000 100.0% 120,000 96.0% 130,000 104.0% 150,000 120.0% 130,000 104.0%

小計 275,000 100.0% 265,000 96.4% 275,000 100.0% 270,000 98.2% 250,000 90.9%

中心市街地内計 561,804 100.0% 541,567 96.4% 544,612 96.9% 539,239 96.0% 578,877 103.0%

2,512,407 100.0% 2,377,076 94.6% 2,226,729 88.6% 2,377,052 94.6% 2,489,043 99.1%

平成24年平成21年

松阪市 全体

中
心
市
街
地
内

施
設

平成22年 平成23年平成20年

ま
つ
り

観光地点名

資料：観光入込客数調査(各年) 

 

初午大祭 松阪祇園まつり 氏郷まつり 
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（４） 鉄道・バス 

松阪駅の鉄道を利用される乗降客数は、年々減尐しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松阪駅バス停留所の乗降客数は、平日、休日ともに、平成24年は増加に転じたものの以前よ

りは減尐しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：三重交通 

鈴の音バスの中心商店街内停留所の乗降客数は、年々減尐しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一日当たり乗降客数は｛年間乗客数÷(365×2)｝により算出 

資料：ＪＲ・近鉄資料(各年) 

 

資料：三重交通 

 

鈴の音バス停留所の乗降客数 

松阪駅の鉄道乗降客数 
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（5） 歩行者 

中心市街地における歩行者通行量は、近年、横ばい傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松阪市 

資料：松阪市 

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

16,250 12,719 13,012 11,707 11,590 11,358 11,689 10,314 10,007 10,037
中心市街地全体
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（６） 公共・公益施設 

 

中心市街地には多くの公共・公益施設が立地しており、行政や市民活動の中心となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地における公共・公益施設の分布図 

 

 

 
 

歴史民俗資料館 

旧長谷川邸 

松阪商人の館 

第一保育園 

原田二郎旧宅 
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利用者数は松阪市観光交流課調べ(平成19年度) 

中心市街地における公園の分布図 

 松阪公園 

 



 

28 

 

 

 

２．松阪活き生きプラン推進委員会 委員 

番号 事業団体名 役職 名前 備考 

1 松阪まちなか街づくりネットワーク 会長 髙島 信彦 （委員長） 

2 松阪まちなか街づくりネットワーク 副会長 加藤 文基   

3 松阪市商店街連合会 会長 宮村 元之 （副委員長） 

4 松阪市商店街連合会 副会長 中村 哲也   

5 松阪中央住民協議会 副会長 池田 久彦   

6 松阪市観光協会 事務局長 梶間 重伸   

7 ミズ・ネットワーク松阪   中野 潮美   

8 ミズ・ネットワーク松阪   東村 佳子   

9 松阪商工会議所中小企業相談所 所長 植村 雄治   

10 松阪市教育委員会事務局 ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 近藤 悦昌   

11 松阪市教育委員会事務局文化課 課長 薗部  功  

12 松阪市まちづくり交流部商工政策課 課長 内山 次生   

13 松阪市まちづくり交流部観光交流課 課長 米田  健   

14 松阪市都市政策部都市計画課 参事兼課長 鈴木  修   

          

  （事務局）       

15 松阪商工会議所地域振興課 課長 川口 正人   

16 松阪市教育委員会事務局文化課 
課長補佐兼

係長 
木野本 和之  

17 松阪市まちづくり交流部商工政策課 主幹兼係長 榊原 典子   

18 松阪市まちづくり交流部商工政策課 主任 左路  有   

19 松阪市まちづくり交流部観光交流課 主任 松岡 正己   

20 松阪市都市政策部都市計画課 担当監 長野  功   

21 松阪市都市政策部都市計画課 主任 小林 義和   
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